



































































































































































































柔道 12 531,170 2.259
バスケット
ボール 10 3,487,530 0.287
野球 ９ 3,135,200 0.287
テニス ８ 4,220,370 0.190
陸上 ４ 1,853,690 0.216
バレー
ボール ３ 2,591,970 0.116
卓球 ３ 2,596,210 0.116












柔道 11 356,280 3.087
バスケット
ボール 11 1,596,330 0.689
野球 15 1,541,750 0.973
テニス 4 2,120,500 0.189
陸上 7 928,600 0.754
バ レ ー ボ
ール 6 1,185,030 0.506
サッカー 8 1,495,910 0.535
剣道 7 593,820 1.179



























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































アレキサンダー・ベネット* 阿部哲史 **  ポントス・ジョハンソン *** 中島　
たけし
**** 濱田初幸 *****
(* 関西大学　** ブタペスト タンカプヤ仏教短期大学　 ***ABCD スウェーデン 












































































































































































































































































































































































子秀胤のものとされてい が、それが確認できる史料はなく、 「大胡伊賀守」を「伊勢守」の誤記とする解釈によるも である 同名の位牌があって裏に俗名秀胤と記されてい が、これは昭和に ってから上述の解釈に基づき作られたも である。本堂に十六弁の菊の御紋が入った大きな経机があり、上泉が天覧の時に賜った物と伝えられて
るが、これを証する資料はない。信綱関係資料は何も残っていなかったが、 「西林寺開発之覚」があり、天正五年（一五七七）二月に大胡伊賀守の寄進により、 創建されたのは確かである。同寺は上泉城内で、前橋の臨済宗橋林寺の住持を招いて開山したという。実は同寺を含めて桃木川とその支流に囲まれた一角が上泉城の跡で、 上泉氏の菩提寺 ・上泉寺があったという。住職 少年時まで西林寺 西北には空堀の一部が残っ いたという。西林寺も安永四年と寛政六年に焼失したが再建され、 最近にも建替えられた。同寺は戦前から 所縁の寺として、剣道関係の人が多く訪れたとい 中山博道の書も額装されて 。昭和三十四年 記念行事には柳生厳長氏ほかが参加された写真も残っていた。今も新陰流関係者 演武を奉納しているという。平成二〇年の「上泉伊勢守信綱生誕五〇〇年記念誌」をい だいた。この後、泉城跡、大胡城跡、厩橋城跡（前橋市群馬県庁）とその周辺を見て、前橋市立図書館で『前橋市史』の 関係部分の資料を収集し　
翌日は、末裔になる米沢の上泉家を訪れた。上泉家は信綱の孫にあ





























































































とされる長岡房成が、当時の江戸柳生家の「二十七箇条截合」の使い方を実際に見ての評と、目録に付けられた宗厳の傍注を解釈しながら「二十七箇条截合」の元来の形を推定した論を書いた手記を翻刻し、これを基に 「二十七箇条」 実は房成が制定し 尾張柳生の 「試合勢法」と同様に、 「三学」などの「表の勢法」の使い方をさまざまに変化させて実際にどのように使うかを吟味する 〝砕き〟 であることを論じた。































































































































には論じていなかった。今回の報告は、まず「表の勢法」の代表的な「三学」の「一刀両段」の〝砕き〟を、 尾張柳生での砕きの実例と「試合勢法」も含めて示している。次いで、宗矩の弟子であった鍋島家に伝わる十七世紀半ばの古い伝書の仕様に見られる「一刀両段」の仕様をみると、実は「九箇」 「十太刀」の使 方に通じていることを示す。勢法、形というと、つい段階的に分けられて仕様が決まったものと思い込みがちであるが、 「表 勢法」でも伝系によってかなり変化するのであり、これも〝砕き〟という発想があれば当然そうした違いが生じ ことになる。勢法は、 典型的な使 方を示す 〝範例〟 （モデル）であり、決して決まったもので ないのである。　
実際に相手との截合での勝口を考えれば、同じ使い方であっても、





内でも 「序」 「破」 の十八本はまさに上述の意味の 「截合」 太刀実際に使える、相手に勝てるものか各自が工夫すべきも である。そうなると、勝ちを目指してあまりに変化することもある。特に新陰流では袋撓
しない
を使う故、撓での打ち合いになってしまう危険性もある。そ











のようなも と言えよう。勢法、形の稽古は常に〝砕き〟で実戦的に吟味されていたこ は重要である。しかも截合を超越して、武士の覚悟を示す〝人間学的な〟志向を表現するものであったことが大事である。ここからいろいろな が考えられ が 改めて勢法と〝砕き〟の関係についてだけ、論じておきたい。　
上泉の発給目録には、 「極意」 、 「八箇必勝」 、 「二十七箇条截合」は
見えない。柳生宗厳の慶長六年（一六〇一）発給目録に初めてまとまって るので、 宗厳が付け加えたも と考えられる。この内、 「極意」は六本だが、打太刀が前に勝った仕太刀の構えを取って、次々と展開するものなので 太刀遣いを検証し、 体系化したものと考えられ 。 「八箇必勝」は「印可の太刀」とするも である。宗厳はこのように「表」の勢法をまとめたが故に、あらためて〝砕き〟として「二十七箇条截合」を付け加えたのではないか。上泉では元々実戦の太刀の中から原理的なも を抽出して新陰流を樹立した故に、 その面を強調し いた。けれども宗厳は「表の勢法」を勢法として体系化した故に 実戦的〝砕き〟も同時に制定する必要があったのではないか。　
実は江戸後期の長岡房成も同様であった。房成は、一方で宗厳の目





の成立事情が明らかになった。戦国の動乱ゆえにかえって実戦的な剣術から武士の独立心に基づいて身心の修行的な性格を持つ剣の道に昇華させようとした。以前の流派の太刀をまとめるととも 、原理に基づいた太刀を構成 て 派が成立した。流派 形（勢法・組太刀）は実地に截合に有効か否かを多様に 〝砕き〟 変化させて稽古されていた。しかも〝砕き〟から撓での打ち合い ならぬように「太刀をつかふ」と注意されていた。一刀流 も同様に形が作られたが、江戸後期から撃剣が導入 ると、元来の形の精神 崩すことが危惧されていた。流派の形は武士の身心の鍛錬のためだっ からである。
　
　








史や武道史でも必ず触れられる。けれども信綱に関する確実な史料は少なく、後代の資料で解釈によってさまざまなことが言われている。それ故、 料・資料の記述はどこまで信憑性があるのか、史料批判を厳密にし、根拠を明確にして、確かと言えることと推定されることを明確に分けて論じる必要がある。剣術面だけ なく、その時代において当人がいか 生きたか 追求しなければな ない 信綱が生きた時代は社会がめまぐる く変化する時期 あるので、時代背景を十分に考慮する必要 ある。剣術についても、弟子たち 伝承と比較して、信綱 遡るものを解明す 必要がある。現時点での研究成果を覚書してまとめて記しておきたい。一．先行研究
信綱については、日夏繁高著『本朝武芸小伝』 （一七一六年刊）に
「上泉伊勢守」として記載されて以来、 近代になって山田次朗吉著『日本剣道史』 （ 九二五） 、下川潮著『剣道の発達』 （一九二五） 堀正平『大日本剣道史』 （一九三四）などでも、二頁程の簡単 叙述ながら論じられる。
現在の通説の基を作ったのは柳生厳長著『正伝新陰流』 （講談社・
一九五七） で、 柳生家に伝わる上泉発給伝書四点 （後述資料Ⅰ．１．２）を翻刻・解説するとともに、それと柳生家伝承と自身の研究によって年号も確定した伝記を六十頁近く書いている。柳生家伝来文書に基づ
くので、この本の影響は大きい。
これ以後、今村嘉雄『図説日本剣豪史』 （新人物往来社・一九七一） 、
『日本武道大系』第一巻解説（一九八二） 、 綿谷雪『図説 ・ 古武道史』 （一九六九） 、 『増訂武芸流派大事典』 （一九七八） 、 岡田一男 『剣豪史談』 （一九八四）など、十頁内外の論が出されている。
また、諸田政治著『剣聖上泉信綱詳伝』 （煥乎堂・一九八四）は、
末裔の上泉家文書を基にして、柳生家資料や群馬の郷土史的な資料も駆使されて六百十八頁（別巻補遺を除く）も 冊を書いている。この書は、資料を引用しながら、独自 解釈や推測を交えたところや、時に主人公になりきった形で書かれた記述も混じっている。年号も確定した詳しい年譜が載せられているが 個々の根拠が不明である。最近では、この本に依拠する小説も出されており、通説化しつつあ
こうした中で、中世古祥道著『上泉武蔵守信綱私考』 （南勢町教育







































































































































































 『甲陽軍鑑』 （品第三十三「箕輪城攻ノ事」 「上泉伊勢兵法修　




 『関八州古戦録』 （一七二六成立） （巻七「信玄西上野仕置
　
　












 『本朝武芸小伝』 （一七一六刊） （ 「巻六刀術「上泉伊勢守」の項、　
 他に「神後伊豆守」 「疋田文五郎」 「柳生但馬守宗厳」 巻一兵法「岡本半助宣就」 巻二諸礼「小笠原氏隆」の項で言及）
　
①『甲陽軍鑑』を引用し、箕輪落城後、神後と疋田等を伴い
諸州に行き、柳生を弟子とする。また兵法（軍敗）では、小笠原氏隆から伝を受け、 息子の秀胤を介して岡本半助（石上宣就）へと伝承したとする。 武術史 ・ 剣術史ではこの書の影響が大きい。
３．
 『撃剣叢談』 （一七九〇成立） （巻一「新影流 新陰、神影、疋　






























上野国各地に残る城砦の中でも面積が大きなものである（ 『前橋市史』第１巻第十章参照） 。戦国末期には大き 勢力を持 土豪・国人領主であったと考えられる３．上泉家の系譜
　
米沢の上泉家に伝わる「藤原姓上泉系図」 （以下、 「上泉系図」と略
す）は、信綱から十代後にな 上泉秀易が天明六年（一七八六）六月に書いたものである。信綱の時代から二百年以上後 ある。しかも信綱関連資料は、これを基にし 「上泉泰綱傳」しかな 。上泉家は信綱の晩年以降、戦乱に巻き込まれ、孫・泰綱の代には 州を去って越後の上杉藩に入り 慶長二年（一五九七）以降は米沢 定住した泉家は米沢でも火災に罹災し、し も秀易は本家筋ではなく、五代目秀富の三男秀泰の家系（現当主 一治氏 こ 統）なので、余計に資料がなかったよう ある。「上泉系図」は、 「大織冠鎌足―六代略―俵藤太秀郷―四代略―」か
武道・スポーツ科学研究所年報・第17号・平成23年度
（11）134




御家人となる名門で、 『尊卑分脈』 にも五代の名は載せられている。 「上泉」を名乗ったのは、上泉に移った義秀の次の時秀からとする。「上泉系図」で、詳しい事績が書かれるのは、義秀と信綱、秀胤、そして泰綱以降である。この系図は、義秀は「実は一色 郎（後左京太夫）義春ノ男 で、応仁の乱で「一色左京大夫 直（義春父） 」が細川勝元によって伐たれたが、義秀は勝元に従って勇戦したが戦死したと書いている。たしかに室町幕府 四職の名門丹後一色家には「義直―義春―義秀」の三代があり、義秀は「一色五郎」が通称で、応仁の乱では 直が勝元に敗れている。けれども史実は義秀は 春の弟で、明応七年（一四九八）没な で、 「上泉系図」 部分 そのまま信じることは出来ない。 次の時秀 ・ 秀綱の二代には何も書かれていない。信綱の項も没年、享年、戒名などの記載はなく、記事の内容は「甲
陽記」と記す『甲陽軍鑑』の叙述を踏まえ 事項と新陰流のよく知られた事績がほとんどである。秀胤についても『甲陽軍鑑』の記事を除けば、 永禄七年一月の国府台の合戦で北条方で戦死、 享年 「三十五歳 （或三十三歳トモ） いう記事だけである。ただ秀胤の戦死の記事は 『北条記』などの当合戦について 記事の中には出ておらず、確認が取ない。しかも慶長六年（一六〇一）の岡本半介宛の「軍敗」免許（Ⅱ．４） が本物だとすれば、 秀胤はこの時点まで生きて こと なる。 「上泉系図」でも、上州の在地領主であった秀胤までのことは詳し 伝承はなく、よく分からなかったようである。上泉家が米沢に移って定着
するのは、孫の泰綱以降なので、それ以前と以後では情報の質に違いがあるのは、上泉家の変転を考えると当然であろう。
孫 ・ 泰綱は、 北条家に属していたが、 北条家は天正二十年（一五九〇）
に豊臣秀吉に滅ぼされたので、泰綱は牢人し、元関東管領上杉配下にいた旧縁により越後の上杉家に入った。上杉家は慶長二年に越後から会津百二十万石に移されたが 三年後の関ヶ原 戦いの時には西軍側だったので慶長七年 は米沢三十万石 大減封された。泰綱は関ヶ原の戦いと同時に生じた山形の最上氏との長谷堂 戦いで戦死した。子

の秀綱は千七百石の家督を継いだが、藩の大減封に伴って三百石に減らされた。秀綱は慶長十九年の大坂冬の陣で重傷を負 て翌年死亡、その娘の婿となった秀富が継いだ。上杉藩は 寛文四年（一六六四）に藩主 急逝により十五万石に半減されたので、上泉家も二百五十石になったが、上士の「侍組」であっ 。以後、代々継がれて明治につながる。 「上泉系図」でも確実な情報がある は、米沢 （藩）に入った泰綱以降の歴史である。
改めて信綱の時代の上泉家を考えると、 『言継卿記』が「大胡武蔵











も持つ国人層であったと推定される。上泉城という言 方だが、おそらくは中世的な舘 、菩提寺も持 有力武士 。四、上州時代の信綱１．生年
　
信綱の生年の確かな記録はない。 「 系図」にも記載がない。生








書の中で次のように述べる （原文は漢文だが、 書き下して引用する。 『正伝新陰流』に拠る。以下同様） 。「某
それがし
、幼少より兵法兵術に志有るに依つて、諸流の奥源を極め、日
夜工夫鍛錬を致すに依って、 尊天之感応を蒙り、 新陰流を号す」 （Ⅰ． １．柳生宗厳宛「一国一人状」 ） 。「上古の流有り。中古、念流、新当流、亦また陰流有り。其の外は計るにたえず。予は諸流の奥源を究め、陰流において別に奇妙を抽出して新陰流と号す」 （Ⅰ．３． 「影目録」 ） 。ここに揚げられた念流、新当流、陰流は、剣術流派の源流となるも











流は信綱が自分 立場 樹立する触媒となったのである。新陰流の勢法の中にある「燕飛」は陰流の太刀 ある。新陰流を樹立したのが何時かを示す資料はないが、壮年期であったと推測され３．上州時代の信綱─ 軍敗 の習得
信綱は「幼少より兵法兵術に志有り」としていた。 「兵術」が上に





法、幕の打ち方、日取・方角、陣形、合戦のさまざまな内容を含んだもので 「五十五巻」 、 「七十七巻」 「八十七巻」 、 「百二十巻」など伝系 ・伝書によりさまざまである（石岡久夫著『日本兵法史』上ｐ
69〜
71参
照） 。戦国時代には「軍敗」 「軍法」とも呼ばれていたが、信綱は、これを秀胤や疋田、さらには山科言継や将軍義昭にも伝授し、秀胤を介した岡本半介の写本や疋田系の後代の写本がある（Ⅲ．８．９） 。
軍敗は、配下を率いて合戦に参加する国人層として関心が高いもの
である。師の小笠原氏隆は、 「従三位宮内大輔」とされる（Ⅲ．８）が、小笠原系図にもその名が見えず 出自も事績も分からない。戦国末期、上泉からそう遠くはない足利学校がこれ 軍敗を学ぶ一大センターであったこと （小和田哲男著 『軍師 ・ 参謀』 ［中公新書］ 参照） を考えれここで学んだ可能性も考えら る。信綱は、発給文書を見ても、漢学や禅語の素養は非常に高く、相当に学んでいたことが窺えるが、これらは足利学校 ばれていた教養に近い。
岡本半介は、 氏隆は「天文元年（一五三二）二月十一日信綱に授与」 、
信綱は 「元亀二年 （一五七一） 正月
　
秀胤に授与」 、 秀胤は 「慶長七年 （一









て上州へ進出してきた。厩橋を拠点としたので、上州の土豪はたちまち上杉方となった。翌年景虎は北関東から攻め進んで北条氏の小田原城を囲んだが、抜くことは出来なかった。景虎は鎌倉 上杉憲政から関東管領と の名跡を継ぎ、上杉謙信を名乗るよう なる。
この時に上野・下野・常陸・武蔵・房州の諸城主らに参陣を促し、
各氏の幕紋を作らせたも が 「関東幕注文」 である。この中で 「白井衆」九名の最後に「上泉大炊助」 が載せられている（Ⅱ．１） 。これが上泉秀胤とすれば、この時点で信綱はすでに家督を譲 ていた点と、上泉家は長野業正の「箕輪衆」十九名 は別の「白井衆 であったが注目される。
けれども上杉勢は、農兵を主とするので春になれば越後に兵が帰ら
ねばならず、しかも武田信玄が北信濃へ侵攻する に対抗 九月には川中島で激戦（第四次）に及ぶことになる。関東から謙信 軍が引くと北条氏の軍勢が侵攻し、下野などの城主が謙信から離反し対して謙信も冬には関東に進出する。永禄六年からは信濃 玄が北条氏と結んで西上野へ侵攻を開始 対抗して謙信 永禄 年まで毎年上野へ出陣し、厩橋を中心 転戦 こう 上野 、 、北条、武田の戦国大名による争奪の最前線となったのである。永禄九年九月、箕輪の長 氏も信玄に攻め れ滅亡、西上野は信玄 支配さ
れるようになる。北条氏は武蔵・下野へと支配を拡大していた。謙信は出陣ままならず、信玄との対抗上、永禄十年には北条氏と和睦するが、今度は信玄が北条氏を攻撃することになる。
ともかく上野国上泉周辺では永禄三年から九年の間に、強大な戦国
諸大名の侵攻によって大きく情勢が変わっていたのである。西国では毛利元就が大内、陶、尼子氏を討って大勢力を築きつつあり、中部では永禄三年に桶狭間で今川氏を討った織田氏が急速に台頭しつつあり、東国では北条、上杉、武田の三つ巴えの戦いがあった。戦国末期の最終戦の熾烈な戦いの時期に入っていたのである。五、上洛以後の信綱１．信綱の『甲陽軍鑑』品第三十三によると、信綱は長野業正の没後、息子の業盛に仕え箕輪城に在ったが、 六 二月 箕輪城が武田信玄に攻め落とされ、箕輪衆二百騎が武田家に召し置かれたが、信綱は新陰流の弘流のため 信玄に暇
いとまご
乞いをして上洛したという。 『関八州古戦録』 、
『箕輪軍記』にも同様の話があるが、いずれも『甲陽軍鑑』を踏まえてのものと考えられる。柳生十兵衛の『月之抄』 （一六四二）も信綱が「甲州シンゲンに住し」たが、 「兵法シュ行ノタメいとまヲコウテ」上洛とする も、言葉使いからして『甲陽軍鑑』によると考えられる。『甲陽軍鑑』の記事は『武芸小伝』にも写されて通説となっている。
しかし箕輪落城は永禄九年九月であることが最近明らかになってき




永禄四年の 「関東幕注文」 では上泉大炊助は 「箕輪衆」 ではなかった。











信綱は違和感を抱いたのではない 。五十代を越え 家督を壮年の嫡男秀胤に譲っていたので、自ら長年工夫して創始した新陰流を中央広めたいと思ったのではな か。先に塚原卜伝 将軍家の台覧を受け
たということや、新当流が一気に畿内にも広まった噂を聞いていたであろう。上州の地も不穏な気配が色濃くなっていた。上泉の地の行く末が不安ではあったが、今をおいて動けな ることも目に見えてる。永禄六年後半から七年初めまでに、思い切って疋田豊五郎らを連れて上洛の途についたのでないか。上洛し 伊勢国司・北畠具教を訪ね、足利将軍 台覧を受けるのは、卜伝が辿ったとされるコースに沿ったと思われる。２．柳生宗厳との出会い
尾張の柳生利方は『討太刀目録』奥書で、父・兵庫助からの伝承と
して、信綱は伊勢の国主・北畠具教を訪れ、そ 紹介で柳生の里に来たとする。柳生宗厳は 三十代後半で、新当流を修めていた 、弟子の鈴木意伯と三度立ち合って敗 たので、潔斎して入門を乞う とある（Ⅲ．４） 。これが何年であった かは分からない。
信綱は、永禄八年四月に柳生宗厳宛に「上洛致す処、不慮に参会申
し、種々御懇切御執心その計らひ謝し難く候間、一流一通の位 心持、一つも残さず、相伝申し候」 、 「上方数百人弟子治め候が、斯く 如き儀は 国一人に候」と書いてい （Ⅰ．１「一国一人状」 ） 。
宗厳はこの時代は三好配下、松永弾正の下で武将として活躍してい





したのは、古くから柳生の地を治める同じ武将であった上に、また資質的にも自分と似たものを感じていたからではないか。宗厳は、この八年後、信長が将軍義昭を追放する天正以降、柳生の庄に閑居して自らの工夫に専念して、新陰流を仕上げることになる。この時点でどうであったのかは不明だが 宗厳は信綱の期待に違わず、新陰流の完成に心を尽くすこと なるのである（後述） 。３．将軍の台覧と新陰流の弘流「六月十八日」付の将軍足利義輝の「上泉伊勢守兵法、始めて見申

し候。比類無き儀、是非に及ばず候」と 感状がある（Ⅰ．５） 。年号はないが、義輝は永禄八年五月に殺されるので、永禄七年と推定される。義輝は七年以上前の近江朽木に居た時代に卜伝の新当流の太刀を台覧し、さらに習ったといわれるが、 れ 確かな証拠 わけではない。けれども信綱の場合は新陰流の勢法を台覧、その褒賞の感状がある。打太刀を務めた丸目蔵人佐は、九州人吉の相良家 家臣なので、信綱上京後に弟子になったと思われる。
義輝は将軍家の力を回復しようと努力していた勇猛な将軍であった
が、その「天下一」の感状は 新陰流の弘流に大きな影響があっ と思われる。上述のように、 翌永禄八年四月柳生宗厳宛 「一国一人状」では「上方数百弟子治め候 と言うのである。
なぜ、この時期、上方で新陰流が急速に広がったのか。すでに兵法









































に参籠した、鹿嶋神宮に千日参籠して開眼したなどの 話があったが、そうした神話化はせず、中世以来の剣術流派の歴史を見事にまとめている。実際、念流、新当流 陰流は、これ以降三大源流として多くの流派を生むことになる。しかもこれら諸 学んだ中から、特に陰流に「奇妙」を見出し 新陰流を作ったという であるが、 その「奇妙」は、この目録では次のように説明されている。「敵に随って轉変して一重の手段を施すこと、恰も風を見て帆を使い、兎を見て鷹を放つが如し。懸を以て懸と為し、待を以て待と為す
は常の事也。懸、懸に非ず、待、待に非ず。懸は意、待に在り、待は意、懸に在り。 」
集団での戦い方ではなく、最初から相手と一対一で向き合う形で考











中でも「燕飛」のみは、木剣を使用して続け遣い るので 新陰流の技とは明らかに区別している。上泉の目録では、 燕飛」 次に、ら工夫した「三学」五本を学ぶように構成している。 三学 は新陰流の根本太刀とされ、袋撓で一本ずつ区切っ 遣うが 太刀遣いとしては「燕飛」と共通するところが多く見られる。
したがって、 「燕飛」 と 「三学」 の勢法を比較すれば、 そこに上泉が 「抽




太刀遣いを比較すると、ともに仕太刀は脇構えから体を、相手の太刀筋を軸に回転し、相手の太刀をかわすとともに、打ち込むところが見られる。足を横にさっと開く ともに、肩の位置も上体を縦に回しつつ、相手の太刀 かわすと もに、自らの太刀を引き上げる動作をし、直ちに打ち込めるようにしているのである。この点から言えば、仕太刀は、体を横に開くととも 縦にも回し、身を立体的に転じることで、打太 の打 かわすと同時に打ち込む（注２）
ここには、目録に言うように相手の打ちに負けずと打ち合う（ 「懸
を以て懸と為す」 ）のではな 、 「敵 随 て轉変して一重の手段を施す」ことが見られる。
上泉はこの目録の「燕飛」では、次のように書いていた。「燕飛は懸待表裏の行、五箇の旨趣を以て簡要となす。所謂五箇は、
眼・意・身・手・足也。 」「猿廻は、敵に随って動揺して 弱を以て強に勝ち、柔を以て剛を制するは、学ぶ者に伝付する舌頭上なり「燕飛」 「猿廻」は実際に太刀遣いであるが、相手との間合を厳密に見取って相手に打たせて、打ってく 筋を軸に左右に開き転じてかわしながら、自らの打ちを入れる。自らの動きと意を逆にするが、同時に相手の動きを打ち出す前に精確に見取る眼が大事 る。その時
















道へと昇華したという自負があったようであ 。 「英傑」のみが伝えるべき、 争いに使う（ 「蛇に揮う」 ）もの はなく、 より高尚なも （ 「龍を誅する」 ）ものだと言うのである。
遮二無二に攻め、相手の攻めを返そうとする切り合いではなく、敵
と自らの身と心を精密に見ながら、相手の太刀の下へと踏み込んで間合を転じて勝つ。構え、攻めでも、心では懸 と待つとの逆対応をする。攻める時にも相手の返し技に備え 相手に攻められても応じることが出来るように、攻めと防御を形と心で逆対応して備える。精確に自らの技を自覚しつつ遣う。そ 点では、勢法の稽古は、自 の身と心を練る場となる。その都度の力量により、間合も轉じ方が変わってくる。太刀の下まで踏み込む点では、 の覚悟 示 場ともなる。こうなれば、実戦的な切り いの稽古 あるよりも、武士 して 修行の道という性格 持つものになる。 「三学」の勢法の名称を「一刀両段」など『碧巌録』に典拠 ある語 使うの 、 性格を示すのであろう。
新陰流の勢法は、上泉の目録では、 「燕飛」八本、 「三学」五本、 「七
武道・スポーツ科学研究所年報・第17号・平成23年度
（19）126
太刀」七本、 「九箇」九本、 「天狗抄」八本であるが、この内、 「燕飛」は上述のように陰流の太刀で、 「九箇」と「天狗抄」も他流の太刀であるという。 「七太刀」は新当流の 七太刀」との関連があるも のようである。新陰流の勢法は、以前の流派の を総合したものだったのである。「影目録」は「九箇」までだが、 「若し又向上の人来れば更に不伝の妙を施さむ」 （第一巻）と述べていた。上泉は、 「殺人刀太刀、活人剣太刀、此の両剣は我家の至要也」と丸目蔵人佐宛の目録（永禄十年発給） に記している 、 「殺人刀」 活人剣」 を奥義としていたのである。この用語は禅の『碧巌録』三十四則に見られるもので おそらく実戦的な太刀から、人を活かす剣に昇華される いう思 を託したも であったと考えられる。が、これらの太刀がいかなるも かは不明である。後に柳生兵庫助は「当流に まへ太刀を皆殺人 云。 まへなき処をいづれのをも皆々活人剣と 又かまへ を残らず截断してのけ、 なき処を用るに付て其生 により活人 と云」 （柳生連也筆録『新陰流兵法目録』注４）と解説している。これと同じで か否かは確かではないが、 少なくともこの尾張柳生家に伝わる「活人剣」は「轉の太刀遣いを根本にしたものである。上泉は武将の出で、教養人であり、禅語も使った堂々たる漢文体の
目録を残した。しかも打ち合って 安全なように袋撓を考案し 。上泉は、もはや倭寇が使うような実戦的な剣術ではなく、剣 道と て位置づけようとしたと思われる。上泉は将軍から「天下一」の称号を得たが、まさに天下 剣たる自覚を深めて、実戦 を超えるも として、新陰流という新たな の道を創始したので る。５．山科言継との関係
信綱が永禄十年前後に何をしていたのか不明である。けれども畿内
は一層不穏の気配が強かった。永禄八年五月に将軍義輝が殺されてから、将軍位は空位となった。義輝を共に襲った三好三人衆は松永と対立し、松永は大和支配を狙 て筒井順慶を攻めた。九年五月に 三好三人衆は松永を堺に破ったが、翌十年十二月、松永は東大寺で三好三人衆を破る。この時、 仏殿が焼け落ちた。織田信長は十年 月に美濃を手に入れ、十一月から「天下布武」の印章を用い始める。翌十一年九月に足利義昭を奉じて上洛、十月に義昭に将軍宣下が下った 松永は信長に通じ、信長は三好三人衆などを追って畿内を平定し、しばし平穏が訪れた時期であった （福島克彦 『畿内 ・ 近国の戦国合戦』 参照） 。
信綱は、大納言・山科言継卿と交流があった。 『言継卿記』の永禄
十二年一月から翌々年七月ま 、計三十二 所 「大胡 蔵守」あるいは「上泉武蔵守」として出てくる。
最初に出てくるのは永禄十二年一月十五日で、平野社の神主卜部兼








に来ただけで、五月二十三日まで飛ぶ。しかもこの日、 「上泉武蔵守信綱来。軍敗取向総捲等、令相伝之。 （中略）一巻写之。又調子占一巻写之。各将棋双六等有之。 」とある。 「軍敗取向総捲」は 軍配術で出陣等に関わる秘伝であろう。 「調子占」も出陣に関するものだが、次に「将棋双六等もこれ有り」というので、合戦に関わるのでなく、一般的な 調子占」であったのかも知れない。翌々日 は「予倉部等に取向以下之相伝了」とあり、 「予倉部」という息 言経にも伝授したのである。そして一か月後、六月二十七日に「従四位下」という高位の官位を授与されている。この授与が何によるかは不明である。『言継卿記』の翌二十八日の条の記述では、 「暫く来談。四品勅許忝かたじけな
きの由これ申す」とあるだけなので、言継主導による叙位ではな
かったであろう。言継は翌年東国の結城氏 上洛後の信綱を紹介するのに、 「公方以下悉く兵法軍配相伝せられ、無比数名を発する事書いている。将軍義昭にも の法を させていたのでありこの き振りからして、そ ことが新陰流の演武などより重要であったことが窺われる。
信綱の叙位は新陰流の演武を天覧に供したことによるというのが通
説だが、天覧の記載はない上に、 「従四位下」 織田信長と同じ高位なので、天覧だけによるとは考えにくい。むしろ軍配を伝授 軍の「奉公衆」になったからではないか。義昭は二年前九月に信長と上洛、十月に将軍宣下を受 たが、前年一月 は三好三人衆 襲われた。義昭は信長とも次第に対立して、この年一月信長に「天下の儀 任せる」旨認めさせられた。信長は五月九日に京都を出て、六月二十八日には姉川の戦いをしている 義昭が信長の留守の間に将軍直属の軍隊である奉公衆を強化するために信綱を迎えること あり得る。奉公衆
なら「従四位下」の叙位も理解できる。十月に「奉公衆」が先日帰陣したと信綱が話したのも、自らが奉公衆だったからと考えられる。
新陰流の演武は、この年八月に二度出る。言継が梨本宮門跡を訪れ
た折に「千秋刑部少輔・大胡武蔵守参りへいほう御覧ぜらる」とあり、さらに太秦真珠院へ立ち寄った際に「千秋・大胡・鈴木等兵法これ有り、各見物し了ぬ」とある。千秋刑部は藤原輝季で、従五位上であった。こうした演武も ているので、正親町天皇の御前 の天覧演武はあっ 可能性が高い。
元亀二年は、正月の挨拶の後、三月に二度言継を訪れ、 「愛洲薬方」
をもらっている。そして七月三日に「和州より昨日上洛」し、七月二十一日には「本国下向」として暇乞い 来ている。この時、親王の短冊二枚と上述の結城氏への紹介状をもらっ 。 『言継卿記』では、この記事を最後 信綱のことは出てこず、以後不明であ
元亀二年は三月に甲斐の武田信玄が三河に侵攻している。将軍義昭
















追記があることがあり、その一つである。言継もしくは言経は信綱の没の情報を得て書き込んだと思われる（千秋刑部に 「同天正四年三月、日討死」の傍注がある） 。言継は天正七年まで存命であり、は天正四年、七年に書き改め呈上することを命じられていた。同時代の公的な資料に追記されているので、信綱は天正元年（一五七三）没と考えるのが順当であろう（注６） 。信綱は、 京 去ってわずか二年後、おそらく七十歳を前にして亡くなった 考えられる。
天正元年は、四月に武田信玄が没して義昭が画策した信長包囲網は




はない。念流系統で一刀流の「本目録」が確認でき 半世紀近く後である。陰流の愛洲移香斎は「影流 で「猿飛」の技を分析・叙述したが、開眼の逸話だけで、修験道的な面が強い 新当流 塚原卜伝は「一の太刀」として原理的なものを建てたらしいが、鑓・長刀なども含んだ流儀は実戦的だったと思われる。
上泉は、それらの流派を学んで新陰流を創始した。そして本貫の地
が戦国大名に支配される直前に上洛して、塚原卜伝 武者修行の記憶












上げた。上泉の「燕飛」 「三学」 「九箇」 「天狗抄」を受け継ぎ、奥義「殺人刀」 「活人剣」を、 「極意」 「八箇必勝」に代えている。また術技の心得は『截合口伝書』 『没茲味手段口伝書』にまとめた（注７） 。
柳生宗矩は、 三代将軍家光の兵法師範にもなって『兵法家伝書』 （一
六三二）を著すが、宗厳の二つの口伝書を基に自身が工夫した説明を加えたものであった。乱世の「殺人刀」は治まれし世では「活人剣」になるべきだと説くが、 泉以来 精神を時代に合わせて宗矩流 展開したものである。
上泉の影響は新陰流を越えて他流にも見られる。一刀流小野忠明発








 朴周鳳・魚住孝至「新陰流の組太刀の研究」 （ 『国際武道大学研究紀要』第二〇号・四七〜六二頁）参照。
（３）
　




































箇条截合」 （以下、 「二 七ケ条」と略す） 」は、柳生石舟斎宗厳の目録以来、新陰流の勢
か















なった書き方である。この「二十七ケ条」は、 宗厳以来、 宗矩、 十兵衛と江戸柳生家系の目録、伝書に、また尾張柳生家系では、兵庫助、連也『口伝書』などにも記載されている。けれども、新陰流伝書では表の勢法については 詳しい記述が見られ が、 「二十七ケ条」についてはほとんど叙述が い。しかも江戸柳生系では稽古されていたが、尾張柳生系ではいつの間にか稽古されなくなっていたようである。
　




を遺している。この手記は、江戸柳生家の「二十七ケ条」の仕様を記述するとともに、石舟斎の「二十七箇条截相目録」を写して注解して、それに基づいて元来の仕様を推定したものであった。前回の報告は、この手記の全文を翻刻するとともに、房成自身が制定した尾張柳生家の「試合勢法」と同様に、 「二十七ケ条」も、それ以前 三学」 ・ 「九箇」 ・ 「天狗抄 ・ 「極意 などに本伝の〝砕き〟であることを論じ 。　
その後、我々プロジェクト研究会を通じて、 〝砕き〟について、①
もう少し理解し易いよう 補足説明を工夫する必要があると 指摘があった。加えて、②〝砕き〟 稽古 通じて流儀の意思を探求する中で、 ら めて報告するに値する事項が幾つか浮き彫りになった。特に、十兵衛は『月之抄』 （一六三九）で、 老父（宗矩）云、右之太刀を以て二 七之截相を稽古すれば、大形これにて相済むなり。何 太刀をつかふなり。 」と記述 いた。長岡房成も 手記の奥書で、これとまったく同じことを書いている。我々は、 「太刀をつかふ也」の一言が極めて意味深長な言葉として、強 関心を寄せるに至った（後述） 。　
尾張柳生家では、 「本伝（内伝） 」及び「外伝」という表現で組太刀





















論じたように、尾張 「試合勢法 に相当するものとして「截合二十七ヶ条」があると考え れる。　
本稿では、この「二十七ケ条」も〝砕き〟と看做して、本伝に対す










































































































の一本目と酷似していることが注目される。これは、 名の通り「九箇」の「十太刀」 （写真Ｈ）の砕きであ 。　「十太刀」は、 『討太刀目録』に記されるように、仕太刀が打太刀 柄・拳を下より截る。 一方、 「試合勢法第二 （三十一勢法） 」に記さ ている二通り























































る。打太刀（写真右側）が打ち出すところを 仕太刀（左側） 先をとって、 左小手（順）に勝つ（写真Ｉ ‐ ａ①〜④ 、 同じく右小手（逆）に勝つ（同⑤〜⑧） 。　
六十四勢法の後半では、仕太刀が前半で使った太刀筋 打太刀が使




































を疎かにしがちになるが、 試合勢法は紛れもなく、 〝砕き〟と〝積 ・ 身 ・位〟の習いを兼ねた、勝口の調べである。言い換えれば長岡房成が工夫した新陰流の勝口の体系論と言える。
「二十七ケ条」の〝序〟 ・ 〝破〟の段―「砕き」としての性格―
　
一方、 前回報告した〝 「二十七ケ条」 〟も江戸柳生家の〝砕き〟である。





されていたはづである。 「二十七ケ条」は「天狗抄」を習得した者には教えて可とする〝砕き〟の学習である。従って、吟味（砕き）の対象となる太刀筋は、 「燕飛」にはじまり、 「三学」 、 「九箇」及び「天狗抄」までの全ての太刀筋である。従って、 「二十七ケ条 の序と破の合計十八本につい は、人によって「表」に示す組太刀に多少 異同が生じる。　
例えば、石舟斎の「二十七ケ条」 （前報参照）と、前述の鍋島家文
章の中の「二十七ケ条」とを比較すると、全体として 〝砕き〟の対象となっている太刀筋の種類 ほぼ同じであ が、初め 二 三本に採用されている太刀筋に差異がある。鍋島家の「二十七ケ条 は宗矩からの伝授である。これは、 石舟斎から宗矩親子の間で 「二十七ケ条」の内容が変容したと う とではなく、 「二十七ケ条」の範例として取り入れられる太刀筋 採用には、かなりな自由度があっ ということを意味するものと考えられる。截合稽古と「太刀をつかふ也」と う注意　
江戸の「二十七ケ条」も尾張の「試合勢法」も、組太刀として定め












































































　「二十七ケ条」全体を見ると、厳しい截合稽古は〝序〟の段と〝破〟の段である。急は仕太刀の筋はまっすぐに打ち込むだけであることを考えれば、新陰流にあっては、截合志向をより尖鋭化するような方向には、流儀の意志はないようである。柳生十兵衛の『月之抄』を見ても、 「二十七ケ条」を稽古すれば、截合 のことは、 「大抵是にて相済む也」としており、截合志向を第一の大事とは見なしていないようである。そこには、截合云々のことよりも、それを超越した〝人間学〟的な志向を目指そうとする態度が窺える。そ 意 表現ものが、 〝急〟の段である。すなわち「八箇必勝」の太刀である。　右のことを要約すれば、 「二十七ケ条」のはじめの十八本は截合太






























る。興味深いことに、新陰流にしろ 一刀流にしろ、最も大事にす太刀筋は初めて教えられる組太刀そのものであると こ であ　
他流でも恐らくこの点は同じであると思う。剣術のみならず、日本
の他の芸能においても初め 習うことが、実 〝極意〟であ とする例は数多く存在すると思われる。　
以上のことから、少なくとも新陰流 小野派一刀流、あるいは二天










２．名 　 称 第24回　国際武道文化セミナー
３．主 　 催 （財）日本武道館
４．後 　 援 文部科学省、日本武道協議会
５．協 　 力 （学）国際武道大学
６．期 　 間 平成24年３月９日（金）～12日（月）

































































































































柔 道 射手矢　岬（五段） 東京学芸大学准教授、（財）全日本柔道連盟強化委員
〃 石井　兼輔（七段） 国際武道大学武道学科副学科長・教授、千葉県柔道連盟強化委員
剣 道 作道　正夫 （範士八段） 大阪体育大学教授、大阪府剣道連盟副会長・指導委員会委員
〃 井島　　章 （教士八段） 国際武道大学武道学科長・教授
弓 道 窪田　史郎 （範士八段）
（公財）全日本弓道連盟中央講師・中央審査委員、東京都弓道
連盟副会長
相 撲 齋藤　一雄 （七段） 日本体育大学准教授・医学博士、（財）日本相撲連盟常務理事・普及指導委員会委員長
空 手 道 村瀬　一三生 （錬士七段）
（財）全日本空手道連盟中央技術委員会委員、熊本市空手道連
盟理事長






銃 剣 道 佐藤　　亨 （範士八段） （社）全日本銃剣道連盟競技力向上委員
専門委員
助手
柔 道 宮腰　浩一（七段） 国際武道大学准教授、千葉県柔道連盟理事
〃 越野　忠則（六段） 国際武道大学准教授、関東学生柔道連盟理事
剣 道 丸橋　利夫 （教士八段） 国際武道大学教授
〃 岩切　公治 （教士七段） 国際武道大学准教授
弓 道 宮城　孝吉 （教士七段）
東京都第一地区弓道連盟理事・指導委員、東京都弓道教士会
会長
相 撲 橋本　拓実（三段） 日本体育大学相撲部
〃 伏見　光永（三段） 日本体育大学相撲部
空 手 道 山口　貴史（五段） ＮＰＯ法人日本空手松涛連盟指導員・国際部長

































































ア メ リ カ 剣 道 初 段 F




































































































































































































































































































































































































































































空 手 道 17
合 気 道 21
少林寺拳法 3
な ぎ な た 3
銃 剣 道 1
古 武 道 8
62
そ の 他 54
 全日本各道連盟推薦者数
団　体　名 人数
全 日 本 柔 道 連 盟 0
全 日 本 剣 道 連 盟 0
全 日 本 弓 道 連 盟 1
日 本 相 撲 連 盟 0
全日本空手道連盟 0
合 気 会 0




No 国・地域 人数 男 女
1 アメリカ 23 22 1
2 アルゼンチン 1 1 0
3 イギリス 5 5 0
4 イスラエル 1 1 0
5 イタリア 2 2 0
6 インド 1 1 0
7 ウクライナ 1 1 0
8 エクアドル 1 1 0
9 オーストリア 2 1 1
10 オランダ 2 1 1
11 カナダ 6 6 0
12 ギリシャ 1 0 1
13 シリア 1 1 0
14 スイス 2 1 1
15 スウェーデン 1 1 0
16 スリランカ 1 1 0
17 スロバキア 1 1 0
18 ドイツ 2 1 1
19 フィリピン 2 2 0
20 フィンランド 2 1 1
21 ブラジル 1 1 0
22 フランス 9 7 2
23 ペルー 1 1 0
24 マレーシア 5 5 0
25 メキシコ 2 0 2
26 ロシア 1 0 1
27 韓国 5 4 1
28 台湾 2 1 1
29 南アフリカ 1 1 0
30 ※日本 1 0 1
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